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        『神への ひそかな祈り』     吉田真司 

 一昨日の 8月 15日、教会で出川壽子さん（享年 85歳）の葬儀・告別式を行いま

した。その当日、式の準備を終え、お棺の到着をお待ちする間に一冊の本を手に取

り読みました。『わたしはよろこんで歳をとりたい』という本です。著者はイェルク・

ツィンク（ドイツの神学者）、第二次世界大戦の危機の中を生き延びた一人として、

世界の人々との共存と平和を唱え続けた人です。その本の帯にはこうあります。「老

いを生きるとは、人生の 4 番目の季節を生きることだ。わたしたちはその季節を一

歩一歩知ってゆく」と。その本の中にある「神への ひそかな祈り」に感銘を受け

ました。この祈りをご紹介し、今巻頭言といたします。その第 4 の季節を生き、天

に召された出川壽子さんを偲びつつ。 

「神よ、いまわたしは自分の人生を思い返しています。わたしの業績ではありま
せん。それはとるに足りないものです。またわたしが行った、よいと思われるわ
ざのことでもありません。やるべくしてやらなかったことの重さに比べたら、そ
れは重さにすらならないのです。 
わたしは経験させていただいたよいことのかずかずを思い浮かべています。多

くのひとたちからの友情と好意、わたしがわかっている以上のものをあなたはく
ださいました。それに、あなたから与えられた一日いちにちの日々と元気を回復
させていただいた夜々、不安や罪におののくときにはあなたがそばにいてくださ
いました。 
多くの耐え難いこともありました。なんのためにこんな苦しみや苦労をするの

か、それがわからないことも多々ありました。どうか、あなたにお会いしたと
き、その意味を教えてください。 
わたしの仕事は終わりました。夢はすぎ去り、いま、ただあなただけがおられ

ます。どうか平安のうちにあなたのみもとに帰らせてください。あなたの愛をず
っと見せていただいてきたのですから。父と子と聖霊の神にみ栄えがありますよ
うに。あなたは初めにおられ、いまもそして永遠におられるかたです。」 

教会の定例集会 
  主日礼拝      日曜日   午前 ９：００～１０：００（相模原礼拝） 

午前１０：４０〜１２：００（会堂礼拝） 
  教会学校      日曜日   午前 ９：３０〜１０：２０ 
   （嬰児、幼児、小学生、中高生、青年、成人、英語、聖書入門の各クラス） 
  祈り会       水曜日   午後 ７：３０〜９：００ 
  金曜集会      金曜日   午前１０：３０〜１２：００ 
  家庭集会（相模原） 第二火曜日 午前１０：００〜１２：００（竹村家） 

（すずかけ台） 第三木曜日 午後 １：３０〜３：００（長谷川家） 
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